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はじめに

ここでは、『Cisco Nexus 2000 Series Fabric Extender Software Configuration Guide』の対象読者、構
成、および表記法について説明します。また、関連マニュアルの入手方法についても説明しま

す。

この章の内容は、次のとおりです。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, viii ページ

対象読者
このマニュアルは、Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダの設定およびメンテナ
ンスを担当する、経験豊富なネットワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

角カッコで囲まれているものは、省略可能な要素（キーワードま

たは引数）です。

[x]
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説明表記法

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。
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「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

関連資料
Cisco NX-OSのマニュアルは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps9372/tsd_products_support_series_home.html

Cisco NX-OSソフトウェアの関連マニュアルは、次のとおりです。

リリースノート

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Release Notes, Release 6.x』

NX-OS コンフィギュレーションガイド

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Configuration Examples, Release 5.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath Configuration Guide, Release 6.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide, Release 6.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide, Release 6.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration Guide』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS OTV Configuration Guide』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide, Release 6.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Security Configuration Guide, Release 6.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS System Management Configuration Guide, Release 6.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 6.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Configuration Guide』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Quick Start』

『Cisco Nexus 7000 Series OTV Quick Start Guide』

『Configuring Feature Set for FabricPath』

『Configuring the Cisco Nexus 2000 Series Fabric Extender』
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NX-OS コマンドリファレンス

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Command Reference Master Index』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS High Availability and Redundancy Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Multicast Routing Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS OTV Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Security Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS System Management Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Unicast Routing Command Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context Command Reference』

その他のソフトウェアのマニュアル

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS High Availability and Redundancy Guide』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS MIB Quick Reference』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Software Upgrade and Downgrade Guide, Release 6.x』

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Troubleshooting Guide』

『Cisco NX-OS Licensing Guide』

『Cisco NX-OS System Messages Reference』

『Cisco NX-OS XML Interface User Guide』

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

概要

この章では、CiscoNexus 2000シリーズファブリックエクステンダのアーキテクチャの概要につ
いて説明します。具体的な内容は、次のとおりです。

• Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダについて, 2 ページ

• ファブリックエクステンダの用語, 2 ページ

• ファブリックインターフェイスの機能 , 3 ページ

• ホストインターフェイス, 4 ページ

• ホストインターフェイスポートチャネル, 5 ページ

• VLANs, 6 ページ

• プロトコルオフロード, 6 ページ

• Quality of Service, 6 ページ

• アクセスコントロールリスト, 7 ページ

• IGMPスヌーピング, 7 ページ

• スイッチドポートアナライザ, 7 ページ

• オーバーサブスクリプション, 8 ページ

• 管理モデル, 9 ページ

• フォワーディングモデル, 10 ページ

• ポートチャネルファブリックインターフェイス接続, 11 ページ

• ポート番号の表記法, 11 ページ

• ファブリックエクステンダイメージ管理, 12 ページ

• ファブリックエクステンダのライセンス要件, 12 ページ

• 注意事項および制約事項, 13 ページ

• デフォルト設定値, 14 ページ
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Cisco Nexus 2000 シリーズファブリックエクステンダに
ついて

FEXとも呼ばれる Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダは、高度にスケーラブル
で柔軟なサーバネットワーキングソリューションで、Cisco Nexusシリーズデバイスと組み合わ
せることにより、サーバ集約のための高密度で低コストの接続を実現します。ファブリックエク

ステンダは、ギガビットイーサネット、10ギガビットイーサネット、ユニファイドファブリッ
ク、ラック、ブレードサーバなどの環境全体で拡張性を高め、データセンターのアーキテクチャ

と運用を簡素化するように設計されています。

ファブリックエクステンダは、親スイッチのCiscoNexusシリーズデバイスに統合されることで、
親デバイスから提供される設定情報を使用して、自動的にプロビジョニングおよび設定を行うこ

とができます。この統合により、単一管理ドメインで、多くのサーバやホストが、セキュリティ

や Quality of Service（QoS）設定パラメータを含め、親デバイスと同じ機能セットを使用してサ
ポートされます。ファブリックエクステンダと親スイッチを統合することにより、スパニング

ツリープロトコル（STP）を使用することなく、大規模なマルチパス、ループフリー、およびア
クティブ-アクティブのデータセンタートポロジが構築できます。

CiscoNexus 2000シリーズファブリックエクステンダは、すべてのトラフィックを親のCiscoNexus
シリーズデバイスに 10ギガビットイーサネットファブリックアップリンクを介して転送しま
す。このため、すべてのトラフィックがCiscoNexusシリーズデバイスで確立されているポリシー
により検査されます。

ファブリックエクステンダを、32ポート 10ギガビットM1モジュール（N7K-M132XP-12）、
32ポート 10ギガビットM1-XLモジュール（N7K-M132XP-12L）、M2モジュール、または F2
モジュールが装備されている Cisco Nexus 7000シリーズの親デバイスに接続する必要がありま
す。

（注）

ファブリックエクステンダに、ソフトウェアは同梱されません。ソフトウェアは、親デバイスか

ら自動的にダウンロードおよびアップグレードされます。

ファブリックエクステンダの用語
このマニュアルでは、次の用語を使用しています。

•ファブリックインターフェイス：ファブリックエクステンダから親スイッチへの接続専用
の 10ギガビットイーサネットのアップリンクポートです。ファブリックインターフェイ
スは他の目的には使用できません。親スイッチに直接接続する必要があります。
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ファブリックインターフェイスに対応するインターフェイスが親スイッチに

あります。このインターフェイスを有効にするには、switchportmodefex-fabric
コマンドを入力します。

（注）

•ポートチャネルファブリックインターフェイス：ファブリックエクステンダから親スイッ
チへのポートチャネルのアップリンク接続です。この接続は、単一論理チャネルにバンド

ルされているファブリックインターフェイスで構成されます。

•ホストインターフェイス：サーバまたはホストシステムに接続するためのイーサネットホ
ストインターフェイスです。

ブリッジまたはスイッチをホストインターフェイスに接続しないでください。

これらのインターフェイスは、エンドホスト接続またはエンドサーバ接続を

提供するように設計されています。

（注）

•ポートチャネルホストインターフェイス：サーバまたはホストシステムに接続するための
ポートチャネルホストインターフェイスです。

ファブリックインターフェイスの機能
FEXファブリックインターフェイスは、スタティックポートチャネルをサポートします。初期
の検出および関連付けプロセスで、SFP+検証および Digital Optical Monitoring（DOM）が次のよ
うに実行されます。

• FEXで、アップリンク SFP+トランシーバ上のローカルチェックが実行されます。セキュリ
ティチェックに失敗すると LEDが点灯しますが、リンクは引き続きアップ可能です。

•バックアップイメージで実行していると、FEXのローカルチェックはバイパスされます。

•ファブリックインターフェイスのアップ時に、親スイッチにより SFP検証が再実行されま
す。SFP検証に失敗すると、ファブリックインターフェイスはダウンしたままになります。

親スイッチの 1つのインターフェイスが fex-fabricモードに設定されると、そのポートで設定され
ており、このモードに関連しない他のすべての機能は、非アクティブになります。インターフェ

イスが再設定されて fex-fabricモードが解除されると、以前の設定が再びアクティブになります。

PFCの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Configuration Guide』を
参照してください。
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ホストインターフェイス

レイヤ 3 ホストインターフェイス
Cisco NX-OS Release 5.2以降では、デフォルトで、Cisco Nexus 7000シリーズ親スイッチに接続さ
れたファブリックエクステンダ上のすべてのホストインターフェイスはレイヤ 3モードで動作し
ます。

親スイッチを Cisco Nexus Release 5.2に更新した場合、以前に設定されたファブリックエクス
テンダホストインターフェイスでは、デフォルトのポートモードであるレイヤ 2モードが維
持されます。これらのポートは、no switchportコマンドを使用してレイヤ 3モードに変更で
きます。

（注）

ホストインターフェイスは、サブインターフェイスもサポートします。ファブリックエクステ

ンダホストインターフェイス上で最大 32のサブインターフェイスを作成できます。

インターフェイスおよびサブインターフェイスに関する情報については、『CiscoNexus7000Series
NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してください。

レイヤ 2 ホストインターフェイス
Cisco NX-OS Release 5.1以前のリリースでは、デフォルトのポートモードはレイヤ 2です。

レイヤ 2モードでホストインターフェイスを実行するには、switchportコマンドを使用します。
CiscoNX-OSRelease 5.2以降のリリースでポートモードをレイヤ 3に変更するには、no switchport
コマンドを使用します。

ファブリックエクステンダは、ネットワークファブリックでコンピュータホストと他のエッジ

デバイスの接続を提供します。デバイスをファブリックエクステンダホストインターフェイス

に接続する際には、次の注意事項に従ってください。

•すべてのファブリックエクステンダホストインターフェイスは、BPDUガードがイネーブ
ルになったスパニングツリーエッジポートとして実行され、スパニングツリーネットワー

クポートとして設定することはできません。

•アクティブ/スタンバイチーミング、802.3adポートチャネル、または他のホストベースのリ
ンク冗長性メカニズムを利用しているサーバは、ファブリックエクステンダホストインター

フェイスに接続できます。

•スパニングツリーを実行しているデバイスがファブリックエクステンダホストインターフェ
イスに接続されている場合に、BPDUを受信すると、そのホストインターフェイスはerrdisable
ステートになります。

•シスコ Flexlinkまたは（BPDUフィルタをイネーブルにした）vPCなどのスパニングツリー
に依存していない、リンク冗長性メカニズムを使用するすべてのエッジスイッチは、ファブ
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リックエクステンダホストインターフェイスに接続できます。ループを排除するためにス

パニングツリーが使用されていないため、ファブリックエクステンダホストインターフェ

イスの下でループフリートポロジを使用する必要があります。

入力パケット数および出力パケット数は、ホストインターフェイスごとに提供されます。

BPDUガードの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration
Guide』を参照してください。

ホストインターフェイスポートチャネル

レイヤ 3 ホストインターフェイスポートチャネル
ファブリックエクステンダは、ホストインターフェイスポートチャネルの設定をサポートして

います。標準モードのポートチャネルには最大 8のインターフェイスを組み合わせることがで
き、Link Aggregation Control Protocol（LACP）が設定されている場合は 16のインターフェイスを
組み合わせることができます。

ポートチャネルのリソースは、ポートチャネルが 1つ以上のメンバを持つ場合に割り当てら
れます。

（注）

ポートチャネルのすべてのメンバがファブリックエクステンダホストインターフェイスである

必要があります。また、すべてのホストインターフェイスは同じファブリックエクステンダを出

発点にする必要があります。ファブリックエクステンダからのインターフェイスと親スイッチか

らのインターフェイスを混在させることはできません。

ホストインターフェイスポートチャネルでは、レイヤ 3モードがサポートされています。

ホストインターフェイスのポートチャネルは、サブインターフェイスもサポートします。ファ

ブリックエクステンダホストインターフェイスポートチャネル上では、最大 1000のサブイン
ターフェイスを作成できます。

ポートチャネルの詳細については、『CiscoNexus 7000 Series NX-OS Interfaces ConfigurationGuide』
を参照してください。

レイヤ 2 ホストインターフェイスポートチャネル
ファブリックエクステンダは、ホストインターフェイスポートチャネルの設定をサポートしま

す。標準モードのポートチャネルには最大 8のインターフェイスを組み合わせることができ、
Link Aggregation Control Protocol（LACP）が設定されている場合は 16のインターフェイスを組み
合わせることができます。
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ポートチャネルのリソースは、ポートチャネルが 1つ以上のメンバを持つ場合に割り当てら
れます。

（注）

ポートチャネルのすべてのメンバがファブリックエクステンダホストインターフェイスである

必要があります。また、すべてのホストインターフェイスは同じファブリックエクステンダを出

発点にする必要があります。ファブリックエクステンダからのインターフェイスと親スイッチか

らのインターフェイスを混在させることはできません。

ホストインターフェイスポートチャネルでは、レイヤ 2モードがサポートされています。

アクセスポートまたはトランクポートとしてレイヤ 2ポートチャネルを設定できます。

Cisco NX-OS Release 5.2(1)以降では、ファブリックエクステンダはホスト vPC機能をサポートし
ています。この機能により、サーバはポートチャネルを介して 2つの異なるFEXに同時に接続で
きます。 vPCドメインで、各ファブリックエクステンダを接続する親スイッチを設定する必要が
あります（FEXあたり 1つの親スイッチ）。

VLANs
ファブリックエクステンダでは、レイヤ 2 VLANトランクおよび IEEE 802.1Q VLANカプセル化
がサポートされます。

VLANの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』
を参照してください。

注：ファブリックエクステンダはプライベート VLAN（PVLAN）をサポートしません。（注）

プロトコルオフロード
Cisco Nexusシリーズデバイスのコントロールプレーンの負荷を軽減するために、Cisco NX-OSで
はファブリックエクステンダ CPUにリンクレベルのプロトコル処理をオフロードすることがで
きます。次のプロトコルがサポートされています。

•リンク層検出プロトコル（LLDP）と Data Center Bridging Exchange（DCBX）

•シスコ検出プロトコル（CDP）

•リンク集約制御プロトコル（LACP）

Quality of Service
ファブリックエクステンダでは、IEEE802.1pサービスクラス（CoS）値を使用して、トラフィッ
クを適切なクラスに関連付けます。ポートごとの QoS設定もサポートされています。
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ホストインターフェイスは、IEEE 802.3xリンクレベルフロー制御（LLC）を使用して実装され
ているポーズフレームをサポートします。すべてのホストインターフェイスにおいて、デフォ

ルトでフロー制御送信はイネーブル、フロー制御受信はディセーブルです。自動ネゴシエーショ

ンは、ホストインターフェイスでイネーブルです。クラスごとのフロー制御は、QoSクラスに
従って設定されます。

LLCおよび Quality of Serviceの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service
Configuration Guide』を参照してください。

アクセスコントロールリスト
ファブリックエクステンダでは、CiscoNexusシリーズの親デバイスで利用可能なすべての入力ア
クセスコントロールリスト（ACL）がサポートされます。

ACLの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照して
ください。

IGMP スヌーピング
IGMPスヌーピングは、ファブリックエクステンダのすべてのホストインターフェイスでサポー
トされています。

ファブリックエクステンダとその親スイッチは、宛先マルチキャストMACアドレスのみに基づ
いた IGMPv2および IGMPv3スヌーピングをサポートしています。送信元MACアドレスやプロ
キシレポートに基づいてスヌーピングをサポートすることはありません。

IGMPスヌーピングの詳細については、http://tools.ietf.org/wg/magma/draft-ietf-magma-snoop/
rfc4541.txtを参照してください。また、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Multicast Routing
Configuration Guide』。

（注）

スイッチドポートアナライザ
ファブリックエクステンダのホストインターフェイスは、スイッチドポートアナライザ（SPAN）
送信元ポートとして設定できます。ファブリックエクステンダポートを SPAN宛先として設定
することはできません。同じファブリックエクステンダ上のすべてのホストインターフェイス

でサポートされる SPANセッションは 1つだけです。入力送信元（Rx）、出力送信元（Tx）、ま
たは両方のモニタリングがサポートされています。
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ファブリックエクステンダのホストインターフェイスが属する VLANのすべての IPマルチ
キャストトラフィックは、SPANセッションでキャプチャされます。 IPマルチキャストグルー
プのメンバーシップでトラフィックは分離できません。

同じファブリックエクステンダのホストインターフェイスに対して入力および出力モニタリ

ングが設定されていると、同じパケットが2回表示されます。設定されているRxとのインター
フェイスのパケット入力として 1回表示され、さらに、設定されている Txとのインターフェ
イスのパケット出力として再度表示されます。

（注）

SPANの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS SystemManagement Configuration Guide』
を参照してください。

オーバーサブスクリプション
スイッチ環境におけるオーバーサブスクリプションとは、ポート使用を最適化するために、複数

のデバイスを同じインターフェイスに接続することです。インターフェイスは最大速度で動作す

る接続をサポートします。ほとんどのインターフェイスは最大速度で動作しないため、ポートを

共有することにより未使用の帯域幅を有効活用できます。オーバーサブスクリプションは、アク

ティブなホストインターフェイスへの利用可能なファブリックインターフェイスの機能で、イー

サネット環境にコスト効果の高い拡張性と柔軟性をもたらします。

Cisco Nexus 2248TPファブリックエクステンダには、4つの 10ギガビットイーサネットファブ
リックインターフェイスと 48の 100/1000 Base-T（100メガビット/1ギガビット）イーサネット
ホストインターフェイスが用意されています。ホストインターフェイスがギガビットイーサネッ

トモードで動作している場合、次の設定が提供されます。

•オーバーサブスクリプションなし（4つのファブリックインターフェイスに対して 40のホ
ストインターフェイス）

• 1.2:1のオーバーサブスクリプション（4つのファブリックインターフェイスに対して 48の
ホストインターフェイス）

• 4.8:1のオーバーサブスクリプション（1つのファブリックインターフェイスに対して 48の
ホストインターフェイス）

Cisco Nexus 2248TPについては、そのホストインターフェイスが 100 Mbで動作している場合、
オーバーサブスクリプションなしで簡単に動作できます。

Cisco Nexus 2248TP-Eファブリックエクステンダには、4つの 10ギガビットイーサネットファブ
リックインターフェイスと 48の 100/1000 Base-T（100メガビット/1ギガビット）イーサネット
ホストインターフェイスが用意されています。そのホストインターフェイスがギガビットイー

サネットモードで動作している場合、1.2:1のオーバーサブスクリプション（4つのファブリック
インターフェイスに対して 48のホストインターフェイス）が提供されます。

Cisco Nexus 2232PPファブリックエクステンダには、8つの 10ギガビットイーサネットファブ
リックインターフェイスと 32の 10ギガビットイーサネットホストインターフェイスが用意さ
れています。すべてのホストインターフェイスでは、使用可能なすべてのファブリックインター
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フェイスを使用します。（静的ピン接続はサポートされていません。ポートチャネルモードは、

ファブリックインターフェイスでのみサポートされます）。すべてのホストインターフェイスで

トラフィックをすべてのファブリックインターフェイスに送信する場合、Cisco Nexus 2232PPの
最大オーバーサブスクリプション比率は 4:1です。

Cisco Nexus 2232TMファブリックエクステンダには、8つの 10ギガビットイーサネットファブ
リックインターフェイスと 32のギガビットおよび 10ギガビットイーサネットホストインター
フェイスが用意されています。すべてのホストインターフェイスでは、使用可能なすべてのファ

ブリックインターフェイスを使用します。（静的ピン接続はサポートされていません。ポート

チャネルモードは、ファブリックインターフェイスでのみサポートされます）。すべてのホスト

インターフェイスでトラフィックをすべてのファブリックインターフェイスに送信する場合、

Cisco Nexus 2232TMの最大オーバーサブスクリプション比率は 4:1です。

Cisco Nexus 2224TPファブリックエクステンダには、2つの 10ギガビットイーサネットファブ
リックインターフェイスと 24の 100/1000 Base-T（100メガビット/1ギガビット）イーサネット
ホストインターフェイスが用意されています。このため、1.2:1（2つのファブリックインター
フェイスに対して 24のホストインターフェイス）以上のオーバーサブスクリプションを設定で
きます。

管理モデル
Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダは、親スイッチにより、ゼロタッチ設定モ
デルを使用してファブリックインターフェイスを介して管理されます。スイッチは、ファブリッ

クエクステンダのファブリックインターフェイスを検出することにより、ファブリックエクス

テンダを検出します。

ファブリックエクステンダが検出され、親スイッチに正常に関連付けられていると、次の操作が

実行されます。

1 スイッチはソフトウェアイメージの互換性を確認し、必要に応じて、ファブリックエクステ

ンダをアップグレードします。

2 スイッチとファブリックエクステンダは、相互にインバンド IP接続を確立します。スイッチ
は、ネットワークで使用されている可能性のある IPアドレスとの競合を避けるために、ファ
ブリックエクステンダにループバックアドレスの範囲（127.15.1.0/24）で IPアドレスを割り
当てます。

3 スイッチは、設定データをファブリックエクステンダにプッシュします。ファブリックエク

ステンダは、設定をローカルに保存しません。

4 ファブリックエクステンダは、更新された動作ステータスをスイッチに通知します。ファブ

リックエクステンダのすべての情報は、スイッチの監視およびトラブルシューティングのため

のコマンドを使用して表示されます。
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フォワーディングモデル
Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダは、ローカルスイッチングを実行しませ
ん。すべてのトラフィックは、セントラルフォワーディングおよびポリシー適用を行う親スイッ

チに送信されます。このトラフィックには、次の図に示されているように、同じファブリックエ

クステンダに接続されている 2つのシステム間でのホスト間通信も含まれます。

図 1：フォワーディングモデル

フォワーディングモデルにより、ファブリックエクステンダと Cisco Nexusシリーズの親デバイ
ス間の機能の一貫性が維持されます。

ファブリックエクステンダは、エンドホスト接続をネットワークファブリックに提供します。

このため、BPDUガードがすべてのホストインターフェイスでイネーブルになります。ブリッ
ジまたはスイッチをホストインターフェイスに接続すると、そのインターフェイスは BPDU
が受信された時点で、エラーディセーブル状態になります。

ファブリックエクステンダのホストインターフェイスで BPDUガードはディセーブルにでき
ません。

（注）

ファブリックエクステンダは、ネットワークからホストへの出力マルチキャストレプリケーショ

ンをサポートします。ファブリックエクステンダに接続されているマルチキャストアドレスに

対して親スイッチから送信されるパケットは、ファブリックエクステンダの ASICにより複製さ
れ、対応するホストに送信されます。
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ポートチャネルファブリックインターフェイス接続
ホストインターフェイスと親スイッチとの間のロードバランシングを提供するために、ポート

チャネルファブリックインターフェイス接続を使用するようにファブリックエクステンダを設

定できます。この接続は、次の図に示されているように、10ギガビットイーサネットファブリッ
クインターフェイスを単一の論理チャネルにバンドルします。

図 2：ポートチャネルファブリックインターフェイス接続

親スイッチとの接続にポートチャネルファブリックインターフェイス接続を使用するようにファ

ブリックエクステンダを設定すると、スイッチは、次のロードバランシング基準を使用してリン

クを選択することで、ホストインターフェイスポートに接続されているホストからのトラフィッ

クをロードバランシングします。

•レイヤ2フレームに対しては、スイッチは送信元および宛先のMACアドレスを使用します。

•レイヤ 3フレームに対しては、スイッチは送信元および宛先のMACアドレスと送信元およ
び宛先の IPアドレスを使用します。

ポートチャネルでファブリックインターフェイスに障害が発生しても、ホストインターフェ

イスは影響を受けません。トラフィックは、ポートチャネルファブリックインターフェイス

の残りのリンク間で自動的に再配布されます。ファブリックポートチャネルのすべてのリン

クがダウンすると、FEXのすべてのホストインターフェイスがダウン状態に設定されます。

（注）

ポート番号の表記法
ファブリックエクステンダで使用されるポート番号の表記法は、次のとおりです。
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interface ethernet chassis/slot/port

値は次のとおりです。

• chassisは管理者により設定されます。ファブリックエクステンダは、ポートチャネルファ
ブリックインターフェイスを介して Cisco Nexusシリーズの親デバイスに直接接続されてい
る必要があります。シャーシ IDをスイッチのポートチャネルで設定して、それらのイン
ターフェイスで検出されるファブリックエクステンダが識別されるようにします。

シャーシ IDの範囲は、101～ 199です。

シャーシ IDが必要になるのは、ファブリックエクステンダのホストインター
フェイスにアクセスする場合だけです。101未満の値は、親スイッチのスロッ
トであることを示します。スイッチのインターフェイスで使用されるポート

番号の表記法は、次のとおりです。

interface ethernet slot/port

（注）

• slotは、ファブリックエクステンダでのスロット番号を識別します。

• portは、特定のスロットおよびシャーシ IDでのポート番号を識別します。

ファブリックエクステンダイメージ管理
Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダにソフトウェアは同梱されません。ファブ
リックエクステンダのイメージは、親スイッチのシステムイメージにバンドルされています。

イメージは、親スイッチとファブリックエクステンダとの間の関連付け処理時に自動的に検証さ

れ、必要に応じてアップデートされます。

install allコマンドを入力すると、親CiscoNexusシリーズスイッチのソフトウェアがアップグレー
ドされ、接続されているファブリックエクステンダのソフトウェアもアップグレードされます。

ダウンタイムを最短にするために、インストールプロセスで新しいソフトウェアイメージがロー

ドされている間、ファブリックエクステンダはオンラインに維持されます。ソフトウェアイメー

ジが正常にロードされると、親スイッチとファブリックエクステンダは自動的にリブートしま

す。

このプロセスは、親スイッチとファブリックエクステンダとの間のバージョンの互換性を維持す

るために必要になります。

ファブリックエクステンダのライセンス要件
次の表に、Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダのライセンス要件を示します。
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ライセンス要件製品

Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクス
テンダにはライセンスは必要ありません。ライ

センスパッケージに含まれていない機能はすべ

てCiscoNX-OSシステムイメージにバンドルさ
れており、追加費用は一切発生しません。ライ

センス方式の詳細については、『Cisco NX-OS
Licensing Configuration Guide』を参照してくだ
さい。

Cisco NX-OS

注意事項および制約事項
CiscoNexus2000シリーズファブリックエクステンダには、次の注意事項と制約事項があります。

• Cisco NX-OS Release 5.2(1)以降では、デフォルトのポートモードはレイヤ 3です。 Cisco
NX-OS Release 5.2(1)より前では、デフォルトのポートモードはレイヤ 2でした。

•デフォルトの仮想デバイスコンテキスト（VDC）のファブリックエクステンダフィーチャ
セットをイネーブルにする必要があります。デフォルト VDCのフィーチャセットをイネー
ブルにすると、FEXは任意のVDCに属することができ、またこれらのVDCから設定できま
す。

•ファブリックエクステンダのすべてのアップリンクおよびホストポートは、1つの VDCに
属しています。ポートは、複数のVDCに割り当てることはできず、また複数のVDC間で分
割することはできません。

•ファブリックエクステンダは、32ポート、10ギガビットのM1モジュール
（N7K-M132XP-12）、32ポート、10ギガビットのM1-XLモジュール（N7K-M132XP-12L）、
M2モジュール、または F2モジュールを搭載した、親である Cisco Nexus 7000シリーズデバ
イスに接続する必要があります。

•サービス障害や電源投入後など、スタンバイスーパーバイザが不安定な状態にある場合、
ファブリックエクステンダフィーチャセットの操作によってスタンバイスーパーバイザが

リロードされることがあります。 show modulesコマンドを使用して、スタンバイスーパー
バイザが安定しているかどうかを確認できます。スタンバイスーパーバイザが安定してい

る場合、ha-standbyと表示されます。

•ファブリックエクステンダホストインターフェイスは、エッジポートとしてだけ設定でき
ます。ダウンストリームスイッチが検出されると、インターフェイスはエラーディセーブ

ル状態になります。

• EFXをCisco Nexus 7000シリーズのデバイスに接続すると、FEXホストインターフェイス上
のキューイング機能が制限されます。レイヤ 2（SVIインターフェイスを使用）またはレイ
ヤ 3の FEXインターフェイスに接続されたルータは、ルーティングプロトコルの隣接関係
に参加できません。輻輳が FEXホストインターフェイスで発生する場合、コントロールプ

Cisco Nexus 2000 シリーズファブリックエクステンダソフトウェアコンフィギュレーションガイド
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レーントラフィックが優先順位付けされないため、FEXをピアとして使用できません。こ
の制限は、ASAファイアウォール、ACEロードバランサ、またはダイナミックルーティン
グプロトコルを実行している他のレイヤ 3のネットワーキングデバイスなどの他のレイヤ
3デバイスに FEXが接続されている場合にも適用されます。ルータ、ASAファイアウォー
ル、ACEロードバランサ、および他のレイヤ 3ネットワークデバイスへのスタティック
ルートがサポートされます。

•ファブリックエクステンダは PVLANをサポートしません。

F2シリーズモジュールとの関連付け

• F2モジュールは次の FEXデバイスでのみサポートされています。

◦ 2248TP

◦ 2248TP-E

◦ 2232TP

◦ 2232PP

◦ 2232TM

◦ 2224TP

• ASICの各ポートはインデックスを持っています。 ASIC間で類似したインデックスを持つ
ポートだけをポートチャネルに追加できます。

たとえば、ポート 1が 1のインデックスを持ち、ポート 2が 2のインデックスを持つ場合、

◦サポートされる：ASIC 1のポート 1、および ASIC 2のポート 1は、ポートチャネルに
追加されます。

◦サポートされない：ASIC 1のポート 1および ASIC 2のポート 2は、ポートチャネルを
形成します。

一般に、インデックスサブセットS（例：{1,2,4}）を持つASICからの一連のポートは、ポー
トチャネルが同等または空のセットを持つ場合にかぎり、ポートチャネルへの追加が許可

されます。

設定の制限値

設定の制限は、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』に記載されています。

デフォルト設定値
次の表に、ファブリックエクステンダパラメータのデフォルト設定を示します。
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表 1：Cisco Nexus 2000 シリーズファブリックエクステンダパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

ディセーブルfeature-set fexコマンド

レイヤ 3（CiscoNX-OSRelease 5.2以降のリリー
ス）。

レイヤ 2（CiscoNX-OSRelease 5.1以前のリリー
ス）。

ポートモード
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第 2 章

ファブリックエクステンダの設定

この章では、親である Cisco Nexus 7000シリーズデバイスを使用して Cisco Nexus 2000シリーズ
ファブリックエクステンダを設定する方法について説明します。具体的な内容は、次のとおり

です。

• Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダの設定, 17 ページ

• 設定の確認, 33 ページ

• その他の関連資料, 40 ページ

Cisco Nexus 2000 シリーズファブリックエクステンダの
設定

ここでは、ファブリックエクステンダを設定する方法について説明します。

ファブリックエクステンダフィーチャセットの管理

ファブリックエクステンダフィーチャセットをインストールおよび管理できます。

手順の概要

1. ファブリックエクステンダフィーチャセットのインストール, （18ページ）
2. ファブリックエクステンダフィーチャセットのイネーブル化, （19ページ）
3. （任意） ファブリックエクステンダフィーチャセットの拒否, （20ページ）
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手順の詳細

ステップ 1 ファブリックエクステンダフィーチャセットのインストール, （18ページ）

ステップ 2 ファブリックエクステンダフィーチャセットのイネーブル化, （19ページ）

ステップ 3 （任意） ファブリックエクステンダフィーチャセットの拒否, （20ページ）

ファブリックエクステンダフィーチャセットのインストール

デフォルト VDCのファブリックエクステンダフィーチャセットをイネーブルにする必要が
あります。デフォルトVDCでイネーブルにすると、FEXは任意のVDCに属することができ、
またこれらの VDCから設定できます。単一のファブリックエクステンダは、単一の VDCだ
けに属します。

（注）

はじめる前に

デフォルト VDCにいることを確認します。

IDSの予約アドレスチェックがディセーブルになっていることを確認します（デフォルトではディ
セーブル）。 show hardware ip verifyコマンドを使用し、その出力から文字列「address reserved」
を探します。 IDSの予約アドレスチェックがイネーブルの場合は、no hardware ip verify address
reservedコマンドを使用してディセーブルにします。

手順の概要

1. configure terminal
2. install feature-set fex
3. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

デフォルトVDCにファブリックエクステンダフィーチャセット
をインストールします。

install feature-set fex

例：
switch(config)# install
feature-set fex

ステップ 2   

ファブリックエクステンダフィーチャセットをアンインストー

ルするには、no install feature-set fexコマンドを使用します。

   Cisco Nexus 2000 シリーズファブリックエクステンダソフトウェアコンフィギュレーションガイ
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目的コマンドまたはアクション

フィーチャセットをアンインストールする前に、次のことを確認

する必要があります。

•フィーチャセットは、デフォルトVDCにインストールする
必要があります。

•フィーチャセットは任意のVDCではイネーブルにできませ
ん。

コンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

ファブリックエクステンダフィーチャセットのイネーブル化

デバイスの任意の VDCでインストール済みのファブリックエクステンダフィーチャセットをイ
ネーブルにできます。

はじめる前に

デフォルト VDCにファブリックエクステンダフィーチャセットをインストールしたことを確認
します。

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature-set fex
3. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ファブリックエクステンダフィーチャセットをイネーブルにします。

フィーチャセットは、このコマンドにオプションとして表示される前

に、インストールしておく必要があります。

feature-set fex

例：
switch(config)# feature-set
fex

ステップ 2   

ファブリックエクステンダフィーチャセットをディセーブルにするに

は、no feature-set fexコマンドを使用します。フィーチャセットをディ
セーブルにする前に、デフォルト VDCにフィーチャセットをインス
トールする必要があります。

no feature-set fexコマンドは、設定のサイズが非常に大きい
場合、完了に時間がかかることがあります。コマンドは、

ファブリックエクステンダフィーチャセットに関連付けら

れている設定をすべて消去します。

（注）

コンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

ファブリックエクステンダフィーチャセットの拒否

デフォルトでは、ファブリックエクステンダフィーチャセットは、インストールするとすべて

の VDCで許可されます。デバイスの特定の VDCで、インストールされたファブリックエクス
テンダフィーチャセットを拒否できます。

はじめる前に

デフォルト VDCにフィーチャセットをインストールしたことを確認します。

指定した VDCでフィーチャセットをイネーブルにしていないことを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vdc vdc_ID
3. no allow feature-set fex
4. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

VDCを指定し、VDCコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

vdc vdc_ID

例：
switch(config)# vdc 1

ステップ 2   

VDCのフィーチャセットを拒否します。指定した VDCでイ
ネーブルになっているフィーチャセットは拒否できません。

no allow feature-set fex

例：
switch(config-vdc)# no allow
feature-set fex

ステップ 3   

デフォルトでは、インストールされたファブリックエクステン

ダフィーチャセットは、デバイス上のすべての VDCで許可さ
れます。特定のVDCのフィーチャセットを拒否できます。そ
の後、allow feature-set fexコマンドを使用して、ステータスを
許可に戻すことができます。

VDCコンフィギュレーションモードを終了して EXECモード
に戻ります。

end

例：
switch(config-vdc)# end
switch#

ステップ 4   

ファブリックインターフェイスへのファブリックエクステンダの関

連付け

FEXは、ポートチャネルを介して親デバイスに接続されます。ファブリックエクステンダは、
デフォルトでは、FEX-numberを割り当てるか、接続するインターフェイスに関連付けるまで、親
デバイスに接続できません。

親スイッチに接続されるファブリックエクステンダを設定して使用する前に、install feature-set
fexコマンドと feature-set fexコマンドを使用して、ファブリックエクステンダの機能をイン
ストールしてイネーブルにする必要があります。

（注）
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ファブリックエクステンダのポートチャネルとのアソシエーション

はじめる前に

ファブリックエクステンダフィーチャセットがインストールされ、イネーブルになっているこ

とを確認します。

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channel channel
3. switchport
4. switchport mode fex-fabric
5. fex associate FEX-number
6. （任意） show interface port-channel channel fex-intf

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するポートチャネルを指定します。interface port-channel channel

例：
switch(config)# interface port-channel 4
switch(config-if)#

ステップ 2   

ポートチャネルのすべてのインターフェイ

スは、同じ VDCであることが必要です。
（注）

インターフェイスをレイヤ 2スイッチングポートとし
て設定します。

switchport

例：
switch(config-if)# switchport

ステップ 3   

外部ファブリックエクステンダをサポートするよう

に、ポートチャネルを設定します。

switchport mode fex-fabric

例：
switch(config-if)# switchport mode
fex-fabric

ステップ 4   

インターフェイスに接続されているファブリックエク

ステンダ装置に、FEX番号をアソシエートします。範
囲は 101～ 199です。

fex associate FEX-number

例：
switch(config-if)# fex associate 101

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ファブリックエクステンダのポートチャネルインター

フェイスへのアソシエーションを表示します。

show interface port-channel channel fex-intf

例：
switch# show interface port-channel 4
fex-intf

ステップ 6   

例

次に、ファブリックエクステンダを親デバイスのポートチャネルインターフェイスにアソシエー

トする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/28
switch(config-if)# channel-group 4
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/29
switch(config-if)# channel-group 4
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/30
switch(config-if)# channel-group 4
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/31
switch(config-if)# channel-group 4
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)# interface port-channel 4
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode fex-fabric
switch(config-if)# fex associate 101

ベストプラクティスとして、物理インターフェイスからではなく、ポートチャネルインター

フェイスからのみ fex associateコマンドを入力します。

物理ポートをポートチャネルに接続する前に、その物理ポートを FEXにアソシエートしよう
とすると、その物理ポートはエラーディセーブルステートに移行し、CiscoNexus 7000シリー
ズデバイスはそのリンク上の FEXと通信しません。エラーディセーブルステートをクリア
し、そのリンクをアップ状態にするには、shutdownコマンドと no shutdownコマンドをイー
サネットインターフェイス（ポートチャネルインターフェイスではなく）で入力する必要が

あります（これは、ケーブル接続の前に設定を実行する場合には当てはまりません）。

ヒント

物理インターフェイスをポートチャネルに追加する際には、ポートチャネルと物理インター

フェイス上の設定が一致していなければなりません。

（注）

次に、ファブリックエクステンダと親デバイスとのアソシエーションを表示する例を示します。

switch# show interface port-channel 4 fex-intf
Fabric FEX
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Interface Interfaces
---------------------------------------------------
Po4 Eth101/1/48 Eth101/1/47 Eth101/1/46 Eth101/1/45

Eth101/1/44 Eth101/1/43 Eth101/1/42 Eth101/1/41
Eth101/1/40 Eth101/1/39 Eth101/1/38 Eth101/1/37
Eth101/1/36 Eth101/1/35 Eth101/1/34 Eth101/1/33
Eth101/1/32 Eth101/1/31 Eth101/1/30 Eth101/1/29
Eth101/1/28 Eth101/1/27 Eth101/1/26 Eth101/1/25
Eth101/1/24 Eth101/1/23 Eth101/1/22 Eth101/1/21
Eth101/1/20 Eth101/1/19 Eth101/1/18 Eth101/1/17
Eth101/1/16 Eth101/1/15 Eth101/1/14 Eth101/1/13
Eth101/1/12 Eth101/1/11 Eth101/1/10 Eth101/1/9
Eth101/1/8 Eth101/1/7 Eth101/1/6 Eth101/1/5
Eth101/1/4 Eth101/1/3 Eth101/1/2 Eth101/1/1

インターフェイスからファブリックエクステンダのアソシエーションの解除

はじめる前に

ファブリックエクステンダフィーチャセットがインストールされ、イネーブルになっているこ

とを確認します。

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface {ethernet slot/port | port-channel channel}
3. no fex associate

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するインターフェイスを指定します。インター

フェイスは、イーサネットインターフェイスまたは

ポートチャネルにすることができます。

interface {ethernet slot/port | port-channel
channel}

例：
switch(config)# interface port-channel 4
switch(config-if)#

ステップ 2   

インターフェイスに接続されているファブリックエ

クステンダ装置の関連付けを解除します。

no fex associate

例：
switch(config-if)# no fex associate

ステップ 3   
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ファブリックエクステンダの F2 モジュールへの関連付け
ファブリックエクステンダを F2モジュールに関連付けることができます。

はじめる前に

ファブリックエクステンダフィーチャセットがインストールされ、イネーブルになっているこ

とを確認します。

• switch# configure terminal

• switch(config)# install feature-set fex

• switch(config)# feature-set fex

F2モジュールは次の FEXデバイスでのみサポートされています。（注）

• 2248TP

• 2248TP-E

• 2232TP

• 2232PP

• 2232TM

• 2224TP

ASICの各ポートはインデックスを持っています。ASIC間で類似したインデックスを持つポー
トだけをポートチャネルに追加できます。

たとえば、ポート 1が 1のインデックスを持ち、ポート 2が 2のインデックスを持つ場合、

（注）

•サポートされる：ASIC 1のポート 1、およびASIC 2のポート 1は、ポートチャネルに追
加されます。

•サポートされない：ASIC 1のポート 1および ASIC 2のポート 2は、ポートチャネルを
形成します。

一般に、インデックスサブセット S（例：{1,2,4}）を持つ ASICからの一連のポートは、ポー
トチャネルが同等または空のセットを持つ場合にかぎり、ポートチャネルへの追加が許可され

ます。
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手順の概要

1. vdc switch
2. limit-resource module-type f2
3. interface ethernet <mod-number><port-range>
4. allocate interface ethernet <slot-port>
5. switchport mode fex -fabric
6. fex associate <FEX chassis number>
7. channel-group <port-channel number>
8. no shutdown
9. int po <port-channel number>
10. no shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

VDCを指定します。vdc switch

例：
switch(config)# vdc switch

ステップ 1   

モジュールタイプを指定します。limit-resource module-type f2

例：
switch(config)# limit-resource module-type f2

ステップ 2   

インターフェイスを指定します。interface ethernet <mod-number><port-range>

例：
switch(config)# interface ethernet 1/1

ステップ 3   

F2インターフェイスを VDCに割り当
てます。

allocate interface ethernet <slot-port>

例：
switch(config)# allocate interface ethernet 1

ステップ 4   

FEXを設定します。switchport mode fex -fabric

例：
switch(config-if)# switchport mode fex -fabric

ステップ 5   

シャーシを指定します。fex associate <FEX chassis number>

例：
switch(config-if)# fex associate 101

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネル番号を指定します。channel-group <port-channel number>

例：
switch(config-if)# channel-group 1

ステップ 7   

ポートを起動します。no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 8   

ポートチャネルを指定します。int po <port-channel number>

例：
switch(config-if)# int po 1

ステップ 9   

ポートチャネルを起動します。no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown

ステップ 10   

ファブリックエクステンダのグローバル機能の設定

ファブリックエクステンダのグローバル機能を設定できます。

はじめる前に

ファブリックエクステンダ機能セットをイネーブルにしていることを確認します。

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。

手順の概要

1. configure terminal
2. fex FEX-number
3. （任意） description desc
4. （任意） no description
5. （任意） type FEX-type
6. （任意） no type
7. （任意） serial serial
8. （任意） no serial
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

指定されたファブリックエクステンダの設定モードを開始します。

FEX-numberの範囲は 101～ 199です。
fex FEX-number

例：
switch(config)# fex 101
switch(config-fex)#

ステップ 2   

（任意）

説明を指定します。デフォルトは、文字列 FEXxxxxで、xxxxは
FEX-numberです。 FEX-numberが 123の場合、説明は FEX0123です。

description desc

例：
switch(config-fex)#
description Rack7A-N2K

ステップ 3   

（任意）

説明を削除します。

no description

例：
switch(config-fex)# no
description

ステップ 4   

（任意）

ファブリックエクステンダのタイプを指定します。 FEX-typeは次のい
ずれかです。

type FEX-type

例：
switch(config-fex)# type
N2248T

ステップ 5   

• N2224TP：24個の 100 Base-T/1000Base-Tイーサネットホストイ
ンターフェイスと 2個の 10ギガビット SFP+イーサネットファブ
リックインターフェイスモジュール

• N2232Pおよび N2232TM：32個の 10ギガビット SFP+イーサネッ
トホストインターフェイスと 8個の 10ギガビット SFP+イーサ
ネットファブリックインターフェイスモジュール

• N2248Tおよび N2248TP-E：48個の 100ギガビット
Base-T/1000Base-T+イーサネットホストインターフェイスと 4個
の 10ギガビット SFP+イーサネットファブリックインターフェイ
スモジュール

Cisco Nexusシリーズの親デバイスは、バイナリコンフィギュレーショ
ンにあるファブリックエクステンダのタイプを記憶します。この機能

が設定されると、ファブリックエクステンダがオンラインになるのは、

そのタイプが設定済みの FEX-typeと一致する場合だけです。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

FEXのタイプを削除します。ファブリックエクステンダがファブリッ
クインターフェイスに接続されており、親スイッチのバイナリ設定に

no type

例：
switch(config-fex)# no type

ステップ 6   

保存された設定済みタイプが一致していなければ、ファブリックエク

ステンダのすべてのインターフェイスのすべての設定が削除されます。

（任意）

シリアル番号文字列を定義します。このコマンドが設定され、ファブ

リックエクステンダが一致するシリアル番号文字列を報告する場合、

serial serial

例：
switch(config-fex)# serial
JAF1339BDSK

ステップ 7   

スイッチでは、対応するシャーシ IDだけが関連付けることができます
（fex associateコマンドを使用します）。

指定されたファブリックエクステンダに一致しないシリアル番

号を設定すると、ファブリックエクステンダが強制的にオフラ

インになります。

注意

（任意）

シリアル番号文字列を削除します。

no serial

例：
switch(config-fex)# no
serial

ステップ 8   

設定例

ここでは、FEXの設定例を示します。
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レイヤ 3 ホストインターフェイスでの FEX の設定
次に、レイヤ 3ホストインターフェイスでファブリックエクステンダを設定する例を示します
（インターフェイスレベル、サブインターフェイスレベル、ポートチャネルレベル、および

ポートチャネルサブインターフェイスレベルで）。

レイヤ 3 サブインターフェイスの設定レイヤ 3 の設定

config t
interface ethernet 101/1/1.12
ip address 192.0.2.1/24
encapsulation dot1Q 12
mtu 850
no shutdown

config t
interface ethernet 101/1/1
no switchport
ip address 192.0.1.1/24
Mtu 9000
no shutdown

レイヤ 3 ホストインターフェイスポートチャ
ネルサブインターフェイスの設定

レイヤ 3 ホストインターフェイスポートチャ
ネルの設定

config t
interface ethernet 101/1/1-2
no switchport
channel-group 12
no shutdown

interface port-channel 12.14
ip address 192.0.4.1/24
encapsulation dot1Q 14
mtu 1700
no shutdown

config t
interface ethernet 101/1/1-2
no switchport
channel-group 12
no shutdown

interface port-channel 12
ip address 192.0.3.1/24
mtu 2000
no shutdown

レイヤ 3ホストインターフェイス（HIF）またはホストインターフェイスポートチャネル
（HIFPC）サブインターフェイスで使用される VLANは、親インターフェイスに対してのみ
ローカルな重要性を持ちます。同じ VLAN IDは、同じスイッチまたは VDCのレイヤ 3サブ
インターフェイス間で再利用できます。

（注）
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2 つの FEX に接続された vPC トポロジでのホストインターフェイスの設定
次に、FEX（2つの異なる FEXに接続するホスト vPC）でホスト vPCを設定する方法の例を示し
ます。

スイッチ 2 の設定スイッチ 1 の設定

config t
feature lacp
int e101/1/1-2
channel-group 12 mode active
no shutdown

Int port-channel10
switchport

switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 1-20

vpc 10

config t
feature lacp
int e101/1/1-2
channel-group 12 mode active
no shutdown

Int port-channel10
switchport

switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 1-20

vpc 10

FabricPath での FEX へのサーバのデュアルホーミング
FabricPathで接続された 2つの Cisco Nexus 7000スイッチの FabricPathインターフェイスを設定す
るには、各スイッチ上で次のタスクを実行します。

•各スイッチで FabricPathをイネーブルにします。

• FabricPathインターフェイスとして指定するインターフェイスを設定します。

•すべての FabricPathレイヤ 2ゲートウェイデバイスの STPプライオリティデバイスを 8192
に設定します。

•（任意）FabricPathネットワークに接続されている別個の STPドメインごとに、STPドメイ
ン IDを設定します。

•（任意）FEXスイッチ IDを設定します。

FabricPathインターフェイスを設定するには、次の手順を実行します。

1 （任意）各スイッチで FabricPathをイネーブルにします。
switch# config terminal
switch(config)# feature fabricpath
switch(config-lldp)# exit
switch(config)#

2 スイッチで FabricPathをイネーブルにした後、指定のインターフェイスを FabricPathインター
フェイスとして設定します。

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# switchport mode fabricpath
switch(config-if)# exit
switch(config)#

3 すべての Rapid PVST+ VLANの STPプライオリティを 8192に設定します。
switch# config terminal
switch(config)# spanning-tree vlan 11-20 priority 8192
switch(config)#
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4 すべてのMSTインスタンスの STPプライオリティを 8192に設定します。
switch# config terminal
switch(config)# spanning-tree mst 1-5 priority 8192
switch(config)#

5 （任意）FabricPathネットワークに接続された各 FabricPathレイヤ 2ゲートウェイスイッチに
STPドメイン IDを設定します。
switch# config terminal
switch(config)# spanning-tree domain 5
switch(config)

6 （任意）FEXスイッチ IDを設定します。

FEXの設定の詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』
を参照してください。

（注）

FEX VPC+の設定は F2モジュールだけでサポートされています。（注）

Fシリーズモジュールで最初の FEX VPC+設定を設定する場合は、次の手順を実行します。

a VPCドメインコンフィギュレーションモードで、fabricpath multicast load-balanceコマン
ドで部分 DFモードをイネーブルにします。

b ディセーブルの場合、mac address-table core-port-learningコマンドで、TRILLスタイルの
MACアドレスラーニングをイネーブルにします。

c VPCドメインコンフィギュレーションモードで、fabricpath switchid <switchid#>コマンド
を使用してエミュレートスイッチ IDを設定します。

d インターフェイスコンフィギュレーションモードの各VPC/VPC+ピアリンクインターフェ
イスで、switchport mode fabricpathコマンドを入力します。

e 各 VPC/VPC+ピアリンクポートチャネルで、VPC peer-linkコマンドを入力します。

f vpc vpcidコマンドで VPC IDを設定します。

Fシリーズモジュールで既存の FEX VPC設定を FEX VPC+設定に変更する場合は、次の手順
を実行します。

a VPCドメインコンフィギュレーションモードで、fabricpath multicast load-balanceコマン
ドで部分 DFモードをイネーブルにします。

b ディセーブルの場合、mac address-table core-port-learningコマンドで、TRILLスタイルの
MACアドレスラーニングをイネーブルにします。

c VPCドメインコンフィギュレーションモードで、fabricpath switchid <switchid#>コマンド
を使用してエミュレートスイッチ IDを設定します。

7 設定をコピーします。

switch(config)# copy running-config startup-config
switch(config)#
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設定の確認
ここでは、ファブリックエクステンダの設定を表示する方法およびシャーシのハードウェアス

テータスを確認する方法について説明します。

ファブリックエクステンダ設定の確認

ファブリックエクステンダで定義されているインターフェイスの設定情報を表示するには、次の

いずれかの作業を実行します。

目的コマンドまたはアクション

特定のファブリックエクステンダまたは接続さ

れているすべての装置の情報を表示します。

show fex [FEX-number] [detail]

特定のスイッチインターフェイスにピン接続さ

れているファブリックエクステンダのポートを

表示します。

show interface type number fex-intf

ファブリックエクステンダのアップリンクを検

出しているスイッチインターフェイスを表示し

ます。

show interface fex-fabric

ファブリックエクステンダのアップリンクの

SFP+トランシーバおよび Diagnostic Optical
Monitoring（DOM）の情報を表示します。

show interface ethernet number transceiver
[fex-fabric]

デバイスフィーチャセットのステータスを表示

します。

show feature-set

ファブリックエクステンダの設定例

次に、接続されているすべてのファブリックエクステンダ装置を表示する例を示します。

switch# show fex
FEX FEX FEX FEX

Number Description State Model Serial
------------------------------------------------------------------------
101 FEX0101 Online N2K-C2248TP-1GE JAF1418AARL

次に、特定のファブリックエクステンダの詳細なステータスを表示する例を示します。

switch# show fex 101 detail
FEX: 101 Description: FEX0101 state: Online

FEX version: 5.1(1) [Switch version: 5.1(1)]
FEX Interim version: 5.1(0.159.6)
Switch Interim version: 5.1(1)
Extender Model: N2K-C2248TP-1GE, Extender Serial: JAF1418AARL
Part No: 73-12748-05
Card Id: 99, Mac Addr: 54:75:d0:a9:49:42, Num Macs: 64
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Module Sw Gen: 21 [Switch Sw Gen: 21]
pinning-mode: static Max-links: 1

Fabric port for control traffic: Po101
Fabric interface state:

Po101 - Interface Up. State: Active
Eth2/1 - Interface Up. State: Active
Eth2/2 - Interface Up. State: Active
Eth4/1 - Interface Up. State: Active
Eth4/2 - Interface Up. State: Active

Fex Port State Fabric Port Primary Fabric
Eth101/1/1 Up Po101 Po101
Eth101/1/2 Up Po101 Po101
Eth101/1/3 Down Po101 Po101
Eth101/1/4 Down Po101 Po101
Eth101/1/5 Down Po101 Po101
Eth101/1/6 Down Po101 Po101
Eth101/1/7 Down Po101 Po101
Eth101/1/8 Down Po101 Po101
Eth101/1/9 Down Po101 Po101

Eth101/1/10 Down Po101 Po101
Eth101/1/11 Down Po101 Po101
Eth101/1/12 Down Po101 Po101
Eth101/1/13 Down Po101 Po101
Eth101/1/14 Down Po101 Po101
Eth101/1/15 Down Po101 Po101
Eth101/1/16 Down Po101 Po101
Eth101/1/17 Down Po101 Po101
Eth101/1/18 Down Po101 Po101
Eth101/1/19 Down Po101 Po101
Eth101/1/20 Down Po101 Po101
Eth101/1/21 Down Po101 Po101
Eth101/1/22 Down Po101 Po101
Eth101/1/23 Down Po101 Po101
Eth101/1/24 Down Po101 Po101
Eth101/1/25 Down Po101 Po101
Eth101/1/26 Down Po101 Po101
Eth101/1/27 Down Po101 Po101
Eth101/1/28 Down Po101 Po101
Eth101/1/29 Down Po101 Po101
Eth101/1/30 Down Po101 Po101
Eth101/1/31 Down Po101 Po101
Eth101/1/32 Down Po101 Po101
Eth101/1/33 Down Po101 Po101
Eth101/1/34 Down Po101 Po101
Eth101/1/35 Down Po101 Po101
Eth101/1/36 Down Po101 Po101
Eth101/1/37 Down Po101 Po101
Eth101/1/38 Down Po101 Po101
Eth101/1/39 Down Po101 Po101
Eth101/1/40 Down Po101 Po101
Eth101/1/41 Down Po101 Po101
Eth101/1/42 Down Po101 Po101
Eth101/1/43 Down Po101 Po101
Eth101/1/44 Down Po101 Po101
Eth101/1/45 Down Po101 Po101
Eth101/1/46 Down Po101 Po101
Eth101/1/47 Down Po101 Po101
Eth101/1/48 Down Po101 Po101

Logs:
09/21/2010 21:14:26.843850: Module register received
09/21/2010 21:14:26.845778: Registration response sent
09/21/2010 21:14:27.663073: Module Online Sequence
09/21/2010 21:14:30.191121: Module Online

次に、特定のスイッチインターフェイスにピン接続されているファブリックエクステンダのイン

ターフェイスを表示する例を示します。

switch# show interface port-channel 101 fex-intf
Fabric FEX
Interface Interfaces
---------------------------------------------------
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Po101 Eth101/1/2 Eth101/1/1

次に、ファブリックエクステンダのアップリンクに接続されているスイッチインターフェイスを

表示する例を示します。

switch# show interface fex-fabric
Fabric Fabric Fex FEX

Fex Port Port State Uplink Model Serial
---------------------------------------------------------------
101 Eth2/1 Active 1 N2K-C2248TP-1GE JAF1418AARL
101 Eth2/2 Active 2 N2K-C2248TP-1GE JAF1418AARL
101 Eth4/1 Active 3 N2K-C2248TP-1GE JAF1418AARL
101 Eth4/2 Active 4 N2K-C2248TP-1GE JAF1418AARL

次に、親スイッチインターフェイスに接続されている SPF+トランシーバのファブリックエクス
テンダのアップリンクのSFP+トランシーバおよびDiagnosticOpticalMonitoring（DOM）情報を表
示する例を示します。

switch# show interface ethernet 1/40 transceiver
Ethernet1/40

sfp is present
name is CISCO-MOLEX INC
part number is 74752-9026
revision is A0
serial number is MOC13321057
nominal bitrate is 12000 MBits/sec
Link length supported for copper is 3 m(s)
cisco id is --
cisco extended id number is 4

次に、ファブリックエクステンダのアップリンクポートに接続されている SPF+トランシーバの
ファブリックエクステンダのアップリンクの SFP+トランシーバおよび DOM情報を表示する例
を示します。

switch# show interface ethernet 1/40 transceiver fex-fabric
Ethernet1/40

sfp is present
name is CISCO-MOLEX INC
part number is 74752-9026
revision is A0
serial number is MOC13321057
nominal bitrate is 12000 MBits/sec
Link length supported for 50/125mm fiber is 0 m(s)
Link length supported for 62.5/125mm fiber is 0 m(s)
cisco id is --
cisco extended id number is 4

次に、デバイスのフィーチャセットのステータスを表示する例を示します。

switch# show feature-set
Feature Set Name ID State
-------------------- -------- --------
fcoe 1 installed
fabricpath 2 enabled
fex 3 enabled
switch#

次に、ファブリックエクステンダ機能セットで使用されているサービスを表示する例を示しま

す。

switch# show feature-set services fex
vntag_mgr
fex
2 services in feature set fex
switch#
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シャーシ管理情報の確認

ファブリックエクステンダを管理するためにスイッチスーパーバイザで使用される設定情報を表

示するには、次のいずれかの作業を実行します。

目的コマンドまたはアクション

環境センサーのステータスを表示します。show environment fex {all | FEX-number}
[temperature | power | fan]

ファブリックエクステンダのコンポーネント情

報を表示します。

show inventory fex FEX-number

ファブリックエクステンダのモジュール情報を

表示します。

show module fex [ FEX-number ]

ファブリックエクステンダのシリアル PROM
（SPROM）の内容を表示します。

show sprom fex FEX-number {all | backplane |
powersupply ps-num} | all

シャーシ管理の設定例

次に、接続されているすべてのファブリックエクステンダ装置のモジュール情報を表示する例を

示します。

switch# show module fex

FEX Mod Ports Card Type Model Status.
--- --- ----- ---------------------------------- ------------------ -----------
101 1 48 Fabric Extender 48x1GE + 4x10G M N2K-C2248TP-1GE ok

FEX Mod Sw Hw World-Wide-Name(s) (WWN)
--- --- -------------- ------ -----------------------------------------------
101 1 5.1(1) 3.5 --
FEX Mod MAC-Address(es) Serial-Num
--- --- -------------------------------------- ----------
101 1 5475.d0a9.4940 to 5475.d0a9.496f JAF1418AARL

次に、特定のファブリックエクステンダのコンポーネント情報を表示する例を示します。

switch# show inventory fex 101
NAME: "FEX 101 CHASSIS", DESCR: "N2K-C2248TP-1GE CHASSIS"
PID: N2K-C2248TP-1GE , VID: V00 , SN: SSI13380FSM

NAME: "FEX 101 Module 1", DESCR: "Fabric Extender Module: 48x1GE, 4x10GE Supervisor"
PID: N2K-C2248TP-1GE , VID: V00 , SN: JAF1339BDSK

NAME: "FEX 101 Fan 1", DESCR: "Fabric Extender Fan module"
PID: N2K-C2248-FAN , VID: N/A , SN: N/A

NAME: "FEX 101 Power Supply 2", DESCR: "Fabric Extender AC power supply"
PID: NXK-PAC-400W , VID: 000, SN: LIT13370QD6

次に、特定のファブリックエクステンダの環境ステータスの結果を表示する例を示します。

switch# show environment fex 101

Temperature Fex 101:
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-----------------------------------------------------------------
Module Sensor MajorThresh MinorThres CurTemp Status

(Celsius) (Celsius) (Celsius)
-----------------------------------------------------------------
1 Outlet-1 60 50 33 ok
1 Outlet-2 60 50 38 ok
1 Inlet-1 50 40 35 ok
1 Die-1 100 90 44 ok

Fan Fex: 101:
------------------------------------------------------
Fan Model Hw Status
------------------------------------------------------
Chassis N2K-C2148-FAN -- ok
PS-1 -- -- absent
PS-2 NXK-PAC-400W -- ok

Power Supply Fex 101:
---------------------------------------------------------------------------
Voltage: 12 Volts
-----------------------------------------------------
PS Model Power Power Status

(Watts) (Amp)
-----------------------------------------------------
1 -- -- -- --
2 NXK-PAC-400W 4.32 0.36 ok

Mod Model Power Power Power Power Status
Requested Requested Allocated Allocated
(Watts) (Amp) (Watts) (Amp)

--- ------------------- ------- ---------- --------- ---------- ----------
1 N2K-C2248TP-1GE 0.00 0.00 0.00 0.00 powered-up

Power Usage Summary:
--------------------
Power Supply redundancy mode: redundant

Total Power Capacity 4.32 W

Power reserved for Supervisor(s) 0.00 W
Power currently used by Modules 0.00 W

-------------
Total Power Available 4.32 W

-------------

次に、特定のファブリックエクステンダの SPROMを表示する例を示します。
switch# show sprom fex 101 all
DISPLAY FEX 101 SUP sprom contents
Common block:

Block Signature : 0xabab
Block Version : 3
Block Length : 160
Block Checksum : 0x1a1e
EEPROM Size : 65535
Block Count : 3
FRU Major Type : 0x6002
FRU Minor Type : 0x0
OEM String : Cisco Systems, Inc.
Product Number : N2K-C2248TP-1GE
Serial Number : JAF1339BDSK
Part Number : 73-12748-01
Part Revision : 11
Mfg Deviation : 0
H/W Version : 0.103
Mfg Bits : 0
Engineer Use : 0
snmpOID : 9.12.3.1.9.78.3.0
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Power Consump : 1666
RMA Code : 0-0-0-0
CLEI Code : XXXXXXXXXTBDV00
VID : V00

Supervisor Module specific block:
Block Signature : 0x6002
Block Version : 2
Block Length : 103
Block Checksum : 0x2686
Feature Bits : 0x0
HW Changes Bits : 0x0
Card Index : 11016
MAC Addresses : 00-00-00-00-00-00
Number of MACs : 0
Number of EPLD : 0
Port Type-Num : 1-48;2-4
Sensor #1 : 60,50
Sensor #2 : 60,50
Sensor #3 : -128,-128
Sensor #4 : -128,-128
Sensor #5 : 50,40
Sensor #6 : -128,-128
Sensor #7 : -128,-128
Sensor #8 : -128,-128
Max Connector Power: 4000
Cooling Requirement: 65
Ambient Temperature: 40

DISPLAY FEX 101 backplane sprom contents:
Common block:

Block Signature : 0xabab
Block Version : 3
Block Length : 160
Block Checksum : 0x1947
EEPROM Size : 65535
Block Count : 5
FRU Major Type : 0x6001
FRU Minor Type : 0x0
OEM String : Cisco Systems, Inc.
Product Number : N2K-C2248TP-1GE
Serial Number : SSI13380FSM
Part Number : 68-3601-01
Part Revision : 03
Mfg Deviation : 0
H/W Version : 1.0
Mfg Bits : 0
Engineer Use : 0
snmpOID : 9.12.3.1.3.914.0.0
Power Consump : 0
RMA Code : 0-0-0-0
CLEI Code : XXXXXXXXXTDBV00
VID : V00

Chassis specific block:
Block Signature : 0x6001
Block Version : 3
Block Length : 39
Block Checksum : 0x2cf
Feature Bits : 0x0
HW Changes Bits : 0x0
Stackmib OID : 0
MAC Addresses : 00-0d-ec-e3-28-00
Number of MACs : 64
OEM Enterprise : 0
OEM MIB Offset : 0
MAX Connector Power: 0

WWN software-module specific block:
Block Signature : 0x6005
Block Version : 1
Block Length : 0
Block Checksum : 0x66

wwn usage bits:
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
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00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00 00 00 00 00 00 00
00 00

License software-module specific block:
Block Signature : 0x6006
Block Version : 1
Block Length : 16
Block Checksum : 0x86f

lic usage bits:
ff ff ff ff ff ff ff ff

DISPLAY FEX 101 power-supply 2 sprom contents:
Common block:

Block Signature : 0xabab
Block Version : 3
Block Length : 160
Block Checksum : 0x1673
EEPROM Size : 65535
Block Count : 2
FRU Major Type : 0xab01
FRU Minor Type : 0x0
OEM String : Cisco Systems Inc NXK-PAC-400W
Product Number : NXK-PAC-400W
Serial Number : LIT13370QD6
Part Number : 341
Part Revision : -037
CLEI Code : 5-01 01 000
VID : 000
snmpOID : 12336.12336.12336.12336.12336.12336.12374.12336
H/W Version : 43777.2
Current : 36
RMA Code : 200-32-32-32

Power supply specific block:
Block Signature : 0x0
Block Version : 0
Block Length : 0
Block Checksum : 0x0
Feature Bits : 0x0
Current 110v : 36
Current 220v : 36
Stackmib OID : 0
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その他の関連資料
ここではCisco Nexus 2000シリーズファブリックエクステンダの設定に関する追加情報について
説明します。

関連資料

参照先関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』Cisco NX-OSのライセンス

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OSVirtual Device Context Configuration
Guide』

仮想デバイスコンテキスト

（VDC）

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』インターフェイスコンフィギュ

レーション

『Cisco Nexus 7000 Series Command References』は、次のURLか
ら入手できます。http://www.cisco.com/en/US/products/ps9402/prod_
command_reference_list.html

コマンドリファレンス

機能の履歴

次の表に、この機能のリリースの履歴を示します。

表 2： Cisco Nexus 2000 シリーズファブリックエクステンダの機能の履歴

機能情報リリー

ス

機能名

48ポート、100/1000BASE-T（100Mb/1ギガビッ
ト）N2248TP-E、および 32ポート 10ギガビッ
ト SFP+N2248TP-Eに FEXが接続された場合の
サポートが追加されました。

6.1(1)Cisco Nexus 7000シリーズのサポート

M2シリーズモジュールのサポート。6.1(1)M2シリーズモジュールのサポート

FEXが 48ポート、1/10ギガビット F2モジュー
ル（N7K-F248XP-25）に接続されている場合の
サポートが追加されました。

6.0(1)Cisco Nexus 7000シリーズのサポート
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機能情報リリー

ス

機能名

32ポート、10ギガビットM1モジュール
（N7K-M132XP-12）または 32ポート、10ギガ
ビットM1XLモジュール（N7K-M132XP-12L）
に FEXが接続されている場合のサポートが追
加されました。

5.1(1)Cisco Nexus 7000シリーズのサポート

ファブリックエクステンダは、親である Cisco
Nexus 7000シリーズデバイス上で、install
feature-setコマンドおよび feature-setコマンド
によりイネーブルになります。

5.1(1)フィーチャセットのコマンド

vPCポートチャネルおよびホストインターフェ
イス上での統合に対するサポートが追加されま

した。

5.2(1)ポートチャネルおよび vPCのサポー
ト

IPv4および IPv6および IGMPスヌーピングを
含むファブリックエクステンダホストインター

フェイスポートに、レイヤ3機能が追加されま
した。

5.2(1)レイヤ 3サポート
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